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最先端の製造技術&世界最大級のアレイコレクション

HuProt™ The Human Proteome Microarray
完全長ヒトタンパク質を豊富に搭載したマイクロアレイにより、これまで世界中で作製されてきたプロテインアレイの中でも、さらに包括的な解析を実

現しています。

ヒトタンパク質の81％以上に対応し、数百の相互作用を一度に
プロファイルできる強力なサービスです！

高品質な搭載タンパク質
本アレイは、酵母（S. cerevisiae）で発現・精製された組み換えタンパク質

（GSTおよびHis6がN末端にタグ付け）を採用し、スライドガラスにデュプリケー

トでコントロールタンパク質（GST、BSA、ヒストン、IgGなど）と共にプリントされ

ます。

製造されるスライドは、追跡とアーカイブのためにバーコードが付けられています。

各マイクロアレイバッチは、発現と印刷の品質を実証するために、GST免疫ブロッ

ティング（全タンパク質の95％以上が各分子量を認証）によって定期的に評

価されます。

様々なアプリケーションに対応
本サービスは、体液（血清、血漿など）バイオマーカープロファイリングを中心に、抗体特異性試験やタンパク質結合、DNA/RNA結合、ユビキチン

化、リン酸化、小分子結合、翻訳後修飾(PTM)アッセイなど幅広い研究目的にご利用いただけます。

クリーンなデータのための印刷品質
製造元であるCDI Laboratories社の非接触性（インクジェット）プロ

セスは、次世代型のArrayJet社製プリンターを使用しており、高品質のマ

イクロアレイスライドを多量かつ迅速に製造することが可能です。以前のコ

ンタクトピン印刷方法と比較して、HuProt™は優れたスポット形態で精

度と再現性が向上しています。

スポットの形態（右図）: ピエゾ方式のインクジェットプロセスは、高精度

のマイクロアレイスライドを迅速に生成することを可能にし、正確な再現性

と均一なピクセル分布を有する優れたスポット形態を実現しています。

接触性アレイプリンター

（他社スライド）

非接触性ピエゾ方式プリンター

（HuProt™）

GSTシグナルのバッチ内再現性解析 GSTシグナルのバッチ間再現性解析

同一バッチ内2アレイ間の決定系数（R-squared）値 1年以内にプリントされた2バッチ間の決定系数（R-squared）値



ヒトプロテオームの広範なカバレッジ
本アレイスライドは、21,000を超える固有のタンパク質、アイソフォームバリアント、およびフラグメントタンパク質で構成されています。そのうちの約

90%は完全長タンパク質となっています。これらは、16,794種類のユニークな遺伝子をカバーしており、これにはHuman Protein Atlasに記載された

19,613種類の標準的なヒトタンパク質のうち15,889種類が含まれ、タンパク質サブクラス全体に幅広く対応しています。

搭載内容には、細胞内タンパク質、膜タンパク質、酵素、分泌タンパク質、転写因子、トランスポーター、GPCR、サイトカイン、免疫受容体、免

疫チェックポイント、CDマーカー、イオンチャネル、サイトゾルタンパク質、核受容体などの主要なクラスが含まれます。また、様々な組織に豊富に含ま

れるタンパク質を徹底的にカバーしています 。

精巣

予測される細胞内タンパク質

予測される膜タンパク質

血漿タンパク質

酵素

予測される分泌タンパク質

転写因子

トランスポーター

GPCR

CDマーカー

RAS経路関連タンパク質

リボソームタンパク質

電位依存性イオンチャネル

核内受容体

血液型抗原タンパク質

クエン酸回路関連タンパク質

RNAポリメラーゼ関連タンパク質

核質

核

核小体

核内構造体

核スペックル

核膜

核小体線維中心

サイトゾル

ミトコンドリア

中心体(セントロソーム)

微小管

アクチンフィラメント

中間径フィラメント

微小管形成中心(MTOC)

焦点接着斑

細胞分裂架橋

細胞形質小体

中央体

有糸分裂紡錘体

ロッド＆リング

アグリソーム

ミッドボディリング

微小管末端

分裂溝

小胞

原形質膜

ゴルジ体

小胞体

細胞結合

脂肪滴

ペルオキシソーム

エンドソーム

リソソーム

一般的な

搭載カテゴリ

組織特異的に豊富に含まれるタンパク質 核タンパク質 / 細胞質タンパク質 / 膜タンパク質

大脳皮質

甲状腺

皮膚

卵管

肝臓

副甲状腺

小腸

腎臓

脾臓

骨格筋

精巣上体

リンパ節

骨髄

副腎

食道

心筋

虫垂

扁桃腺

前立腺

直腸

脂肪組織

胃

結腸

子宮頸部

胆嚢

精嚢

乳房

卵巣

子宮内膜

平滑筋

唾液腺

膵臓

膀胱

胎盤

十二指腸

肺



サービスワークフロー

HuProt™は、数マイクロリットルのサンプルから結合相互作用データを提供する、非常に感度の高い抗原マトリックスプラットフォームです。チェックポ

イント阻害毒性を目的としたがん患者の免疫学的フィンガープリントから、新しいタンパク質間相互作用まで、あらゆるものを同定するために使用され

てきました。

①信頼性の高いタンパク質

21,000を超える完全長のヒトタンパク質のコアライブラリからの各配列確認済み

GST融合タンパク質は、個別に合成、精製され、厳格な品質管理基準に従っ

て印刷されます。

②幅広い用途に対応

HuProt™は用途が広く、蛍光標識を介して関心のあるほとんどすべてのターゲッ

トを検出できます。任意の抗体アイソタイプ（IgM、IgG、IgA）、カスタムタンパ

ク質、ヌクレオチドなどが可能です。

本サービスでは、解析内容に合わせて自己免疫プロファイリング、抗体特異性プロファイリング、核酸（DNA/RNA）結合性プロファイリング、タンパ

ク質間相互作用プロファイリング、低分子結合性プロファイリングの5つのアプリケーションをご用意しています。

血清/血漿や精製抗体サンプルなどによる、自己免疫プロファイリング、抗体特異性プロファイリング

精製DNA、組み換えタンパク質サンプルなどによる、核酸（DNA/RNA）結合性プロファイリング、タンパク質間相互作用プ

ロファイリング、低分子結合性プロファイリング

試験群、対象群のサンプルをバッファーで希釈して

アレイと反応させ、サンプル中の抗体とアレイ上の

タンパク質を結合

二次抗体で検出し、アレイスキャナーで蛍光強度

データを取得

取得した画像データからスポットQCを行い試験

群/対象群の分析や下流の統計データを作成

蛍光標識（ビオチン化、直接標識、あるいは二

次抗体を利用）を利用してサンプルを準備

アレイ上のタンパク質と結合、アレイスキャナーで

蛍光強度データを取得

取得した画像データからスポットQCを行い標的と

の結合性スコア（Z-score）データを作成



アプリケーション例

自己免疫プロファイリング

本アプリケーションは予測的な早期診断テストを開発するための他のアッセイプラットフォー

ムに代わる、より包括的でハイスループットな手段の1つとなります。ループス、関節炎、ク

ローン病、多発性硬化症（MS）などの自己免疫疾患を含む、多くのヒト疾患に対する

新規自己抗体（バイオマーカー）を発見するための強力なツールです。

例えば、大規模な実験群、および対照群の研究（右図）は、新規バイオマーカーを明

らかにします。両グループのプロファイルを比較することで、候補バイオマーカーを同定します。

また、迅速にバイオマーカーを同定することで、下流のELISAベースのアッセイまたは他の商

業的アッセイプラットフォームによるバリデーション等にスピーディーに利用することが可能です。

抗体特異性プロファイリング

本アプリケーションは、大規模なタンパク質コレクションに対する抗体の特異性を

一度にアッセイすることのできる強力なツールです。HuProt™は、抗体医薬品管

理の向上に寄与します。交差反応する抗体の同定や、開発段階の早期にそれ

らを排除することによって、オフターゲット効果の可能性を大幅に減少させることが

できます。これにより、標的に対して強い特異性を示す抗体にリソースを集中させ

ることができます。

各標的抗原タンパク質との相対シグナル強度（Z-score）とその次にヒットした

タンパク質との差（S-score）を評価することで、単一抗原に対して高い特異性

を持つ抗体を素早く選抜することが可能です（右図）。

核酸(DNA/RNA)結合性プロファイリング

本アプリケーションは、DNA結合性タンパク質などの特異性を試験する強力な

ツールです。蛍光標識された核酸を、大規模なヒトタンパク質コレクションに対して

テストすることが可能です。目的となる核酸の結合性を迅速にプロファイリングする

際に有効な手段の一つとなります。
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タンパク質間相互作用プロファイリング

本アプリケーションは、タンパク質-タンパク質の相互作用を網羅的に検証すること

のできる強力なツールです。これらの相互作用は、生化学的パスウェイの中心であ

り、近年その解析の需要は高まってきています。蛍光標識またはビオチン標識した

タンパク質との結合性を一度に解析することが可能です。

低分子結合性プロファイリング

本アプリケーションは、低分子および薬剤の特異性を大規模に試験する強力な

ツールです。蛍光標識やビオチン標識された分子の特異性を、広範なコレクション

に対してアッセイすることができます。化合物の結合プロファイリングの高速化により、

薬剤開発などの最前線における必要不可欠なツールとなりつつあります。
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ターゲットタンパク質ランキング
（HuProt™上の全タンパク質から）

その次にヒットしたタンパク質に対し

てS-scoreが>3の場合は、統計

的に優位であるとみなされ、特異

性の高い抗体とみなすことができる。

予測されるターゲット

統計的に有意な反応
（存在しない場合は単一特異性）

ターゲットタンパク質ランキング
（HuProt™上の全タンパク質から）



サンプル条件

以下のサンプル量は目安であり、プロジェクト内容に依存して変更される場合があります。使用するアレイ枚数につきましても、ご選択いただいたアプ

リケーションや試験内容により異なります。タンパク質、核酸サンプルなどの場合は、ビオチンや蛍光などで標識した物をご準備ください。タンパク質およ

び核酸サンプルで必要となる標識の種類については、お問い合わせください。

成果物

本サービスは、解析終了後に以下の成果物をCD/DVDまたはUSB等の媒体に収録してデータをご提供いたします。ご依頼いただく解析の内容に

よってデータのファイルフォーマットが変更される場合がございますので、その点のみあらかじめご了承ください。

ヒト血清または血漿：サンプルあたり > 20μL

精製抗体：サンプルあたり > 3μg (濃度 > 0.1mg/mL)

脳脊髄液(CSF)：サンプルあたり > 1.5mL

タンパク質 /ペプチド /低分子化合物：サンプルあたり >3μg (濃度 > 0.1mg/mL)

DNA / RNA：サンプルあたり > 300μL (濃度 >2μM)

その他：お問い合わせください

RAWデータ：GenePixスキャナーでスキャン後に取得されたHuProt™アレイの蛍光強度の生データ（GPR形式）

ヒットタンパク質リスト：取得したデータから解析した数値データ等（Excel形式）

解析レポート：解析元であるCDI Laboratories社が作成したプロジェクトに関する解析結果の英文報告書（pdf形式）

サービス情報

本サービスは、弊社海外提携先であるCDI Laboratories社のHuProt™ Human Proteome Microarrayを使用したプロテインアレイ受託解析

サービスです。アレイの製造から解析まで解析元で実施いたします。ご依頼いただく解析内容によって費用が異なりますので、詳しくは弊社までご相

談ください。

本サービスで使用しているHuProt™ Human Proteome Microarrayは、アレイスライドの販売も弊社で行ってお

ります。ご興味のあるお客様はお気軽に弊社までお問い合わせください。

商品名 解析アプリケーション カタログ番号

HuProt™ Human Proteome Microarray

受託解析サービス

自己免疫プロファイリング F-CDI-HP-S[サンプル数]

抗体特異性プロファイリング F-CDI-HP-A[サンプル数]

タンパク質間相互作用プロファイリング F-CDI-HP-P[サンプル数]

核酸（DNA/RNA）結合性プロファイリング F-CDI-HP-N[サンプル数]

低分子結合性プロファイリング F-CDI-HP-L[サンプル数]

※ カタログ番号の記載例：自己免疫プロファイリング、1サンプルでご依頼頂いた場合、「F-CDI-HP-S1」となります。
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